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連結業績概況と業績予想
（2018年度実績および2019年度業績予想）

P.05

NTTグループの動き
NTTグループの2018年10月～2019年3月の主なニュースをご紹介します。

P.06

過去の『NTT is』に関しては、
こちらのウェブサイトをご参照ください。

http://www.ntt.co.jp/ir/library/nttis/

P.02

『Your Value Partner』として
社会的課題の解決に取り組んでいます
代表取締役社長　澤田 純

Top Message

『Your Value Partner』として
社会的課題の解決に
取り組んでいます

代表取締役社長

さ わ   だ じ ゅ ん

［トップメッセージ］

Top Message

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し
上げます。ここに「株主通信 NTT is（2019
年6月号）」をお届けするにあたり、謹んでご
挨拶申し上げます。
本号では、2018年度の業績および2019

年度の業績予想に加え、2018年11月に発
表した中期経営戦略における取り組みにつ
いてご報告申し上げます。

データ通信事業や移動通信事業の増収な
どが寄与し、営業収益は対前年＋977億円の
11兆8,798億円、営業利益は対前年＋527億
円の1兆6,938億円と増収・増益となりまし
た。なお、営業収益、営業利益は過去最高と

なります。当期利益については、対前年▲
433億円の8,546億円となりましたが、前年
度に受領した仲裁裁定金の影響を除くと対
前年＋67億円となります。EPS（１株当たり
当期利益）は対前年▲10円の440円となり
ましたが、こちらも仲裁裁定金影響を除くと
対前年＋15円となります。海外売上高も189
億ドルと対前年＋6億ドルとなりました。

2018年度の業績
営業収益・営業利益は増収・増益、
ともに過去最高

221
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中期経営戦略における取り組み

「Your Value Partner」として
社会的課題の解決に取り組んでいます

移動通信事業における新たな料金プラ
ン導入による減収影響などにより、営業収
益は対前年▲498億円の11兆8,300億円、
営業利益は対前年▲1,438億円の1兆
5,500億円を見込んでいるものの、当期利
益は対前年＋4億円の8,550億円、EPSは
対前年＋16円の456円をめざします。なお、
営業利益については2019年度を底として、
できるだけ早期の利益回復をめざしていき
ます。

中期経営戦略の4つの柱に基づいて進め
ている様々な取り組みについて、一部をご
紹介いたします。

1. お客さまのデジタルトランス
 フォーメーションをサポート

B2B2Xモデルの推進に取り組んでおり、
2023年度の売上の目標を6,000億円と定
めました。プロジェクト数は2018年度末の
39から、2021年度に100へ拡大させ、様々
な業界のパートナーと新たな価値創出を進
めていきます。
また、NTTドコモが2019年6月よりシン
プルでお得な新料金プランの提供を開始
しました。5Gサービスについては、5年以内
に97％の基盤展開率で5G基盤を整備して
いきます。

2. 自らのデジタルトランス
 フォーメーションを推進
グローバル事業の競争力強化に取り組
んでいます。NTTコミュニケーションズの
グローバル事業、Dimension Data、NTT
セキュリティを統合し、昨年設立したグロー

バル持株会社（NTT, Inc.）の傘下にて、
2019年7月よりNTTブランドのグローバル
事業会社「NTT Ltd.」として、世界57ヵ国
において事業展開いたします。NTT Ltd.
は取締役全6名中、社長を含む4名が外国
人となっております。なお、国内事業会社の
社名はひきつづき「NTTコミュニケーショ
ンズ」を使用いたします。

3. 人・技術・資産の活用
環境・エネルギーに関する社会的課題に
対し、スマートエネルギー事業の新会社
「NTTアノードエナジー株式会社」を設立し、
2019年9月の事業開始をめざします。NTT
グループのICT技術や直流給電などの電源
技術、蓄電池などの資産を最大限活用し、発
電、送配電/蓄電、小売り/卸売り事業を展開
することにより、エネルギー効率の向上や災
害時の停電対応といった耐災性（レジリエン
ス）向上などの新たな価値を提供します。

また、「NTTライフサイエンス株式会社」
を設立し、NTTグループのビッグデータ解
析技術、AI技術、セキュリティ技術を活用
し、ゲノム情報と健診データを掛けあわせ
たヘルスケアデータ解析による、個人の体
質にあわせた生活習慣などの改善方法を
提案するメディカルサイエンス事業を新た
に行います。

4. ESG経営の推進、株主還元の充実による
企業価値の向上
E（環境）、S（社会）、G（ガバナンス）に配
意した経営を行っております。特にガバナン
スについては、取締役会の監督機能の強化
およびコーポレートガバナンスの向上を図
り、あわせてダイバーシティを推進する観点
から、独立社外取締役を2名増員するととも
に、女性取締役を初めて2名登用いたしまし
た。これにより全取締役15名中4名（約
27%）が独立社外取締役となりました。

次に、株主還元の充実についてです。配
当については、継続的な増配の実施を基
本的な考えとし、今後も充実していく考え
です。2019年度は１株当たり190円を予定
しており、2011年度から9期連続の増配に
なります。自己株式の取得については、業
績動向などを踏まえ機動的に実施し、資本
効率の向上を図ることとしております。
2019年5月の取締役会にて、2,500億円を
上限として2019年7月末までに自己株式
を取得することを決議いたしました。これ
により、1999年から累計で約4兆円の自己
株式取得になります。
　　
株主の皆さまにおかれましては、より一
層のご理解とご支援を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

取締役会長 篠原 弘道
代表取締役社長 澤田 　純
代表取締役副社長 島田 　明

井伊 基之
常務取締役 奥野 恒久

栗山 浩樹
取締役 廣井 孝史

坂本 英一
川添 雄彦
北村 亮太
岡 　敦子
白井 克彦
榊原 定征
坂村 　健
武川 恵子

常勤監査役 井手 明子
前澤 孝夫

監査役 飯田 　隆
神田 秀樹
鹿島 かおる 　

役員のご紹介
2019年度の業績予想
当期利益・EPSは対前年増をめざします
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世界最大のモバイル関連展示会「MWC19 Barcelona」に出展
～Smart Worldの実現に向けたデジタルトランスフォーメーションの事例、
5Gによるビジネス協創の最新事例を紹介～

PICK UP! NTTグループがグローバルに
展開するAI、IoTなどを活用したデジタ
ルトランスフォーメーションの代表的・先
端的な事例などを紹介するとともに、日
本で2020年に商用化をめざしている5G
が持つ「高速大容量」「低遅延」「多接続」
といった特性を、臨場感あふれるリアル
タイム音楽ライブセッションなどの展示
物を通じて紹介しました。

NTTグループの動き

2018年10月～2019年3月のNTTグループの主なニュース

10月
October

11月
November

12月
December

1月
January

2月
February

3月
March

18 街づくり事業推進会社の創設を発表
～NTTグループの人・技術・資産を活用した新たな「街づくり」を推進～

PICK UP! 中期経営戦略の一環として「人・技術・資産を活用した新事業の取組み」を推進
するため、地域の皆さまのパートナーとしてグループ一体となって「街づくり」（街のデジタル
化）を推進するための
体制を強化。NTTアー
バンソリューションズ
を事業のけん引役とす
る新たな体制のもと、
NTT都市開発とNTT
ファシリティーズの取
り組みに加え、グルー
プ で 持 つ 不 動 産 や
ICT、エネルギー、環境
技術などを最大限活
用していきます。

NTTグループ中期経営戦略『Your Value Partner 2025』
を公表6 1

ドコモがNTTぷららを2019年7月に子会社化することを発表
～5Gによるコンテンツの高付加価値化や、映像視聴スタイルの多様化に向
け、映像を軸とした新たなビジネスの創造をめざす～

25
28

～

再生可能エネルギーに関する国際イニシアティブ「EP100」、
「EV100」に加盟

～電気通信事業者としての加盟、「EP100」「EV100」の同時加盟はともに世界初～
29 16

北米最高峰のモーターレース「インディカー・シリーズ」の冠
スポンサーに
～公式テクノロジーパートナーとしてインディカーのスマート化に貢献～

8 ネバダ州、ラスベガス市とスマートシティをさらに推進
～2019年春からラスベガス市にスマートシティソリューションを商用提供
開始、機能拡張や他都市展開に向けて連携強化～

18
シリコンバレーにデータセンターサービスを拡大
～サーバールーム面積約5,900m2(2,300ラック相当)、電力供給容量16MWのデータセンター

「カリフォルニア シリコンバレー 1 (SV1) データセンター」が2020年7月以降にサービス開始予定～

22 5Gの屋外実験において通信速度27Gbpsに成功
～5Gで要求される移動端末への通信速度20Gbpsを超える大容量通信を実現～

次 世 代 技 術 の
基礎研究を担う
海 外 新 研 究 所
の設立を発表

28

 1. B2B2Xモデル推進
 2. 5Gサービスの実現・展開
 3. パーソナル化推進

自らのデジタル
トランスフォーメーション
を推進

 4. グローバル事業の競争力強化
 5. 国内事業のデジタル
  トランスフォーメーションを推進
 6. PSTNマイグレーションの推進

人・技術・資産の活用
 7. 研究開発の強化・グローバル化
 8. 新事業の取組み（不動産利活用 等）
 9. 地域社会・経済の活性化への貢献
 10. 災害対策の取組み

ESG経営の推進、株主還元の充実による企業価値の向上

ス
マ
ー
ト
な
社
会 

＝ Sm
art W

orld 

実
現
へ
の
貢
献

お客さまのデジタル
トランスフォーメーション
をサポート

PICK UP! "Your Value 
Partner"として、事業活
動を通じて、パートナー
の皆さまとともに社会
的課題の解決をめざし
ます。

生産現場を「見える化」できる工場向けIoTパッケージの提供開始
～信号灯のシェアNo.1企業（株）パトライトと協力して工場内のデジタルトランスフォーメーションを促進～21

PICK UP! 中小工場での少子高齢化に伴う人手不足の深刻化、その課題解決のためのIoT技術
活用の取り組みが進まない社会的背景を受け、工場のお客さまが安心・お手軽に導入いただける
IoTパッケージを提供。
センサー装置やネット
ワークカメラなどのIoT
デバイスの活用やWi-Fi
による工場内のICT化
の促進、運用の一元的
サポートにより現場の

「生産性向上」、「作業の
省力化」、「人材育成」を
実現します。

26
RPA※ツール「WinActor®」の導入企業が3,000社を突破
～定型業務の自動化処理で、働き方改革を推進する企業を中心に導入が加速～
※RPA = Robotic Process Automation

街づくりのオーナー（地域の皆さま）
自治体・企業・交通機関・商店街・店舗・教育機関・医療機関・文化施設 など

NTTグループの総合力を活用したNTTグループならではの新たな「街づくり」を推進

街づくり事業に関する
NTTグループの「窓口」

街づくり関連情報の
一元管理

NTTグループ商材・パートナー
企業商材のコーディネート

＊

連携

ICT基盤を支える建築・
エネルギー事業の運営

アセット保有・
ICTサービス等

NTTグループ各社

不動産開発・マネジメント
連携
強化

100％100％

＊NTTアーバンソリューションズ準備株式会社を社名変更（7月1日予定）

6
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株 主 インフォメー ション

住所・氏名など届出事項の変更、配当金振込先の指定について

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号　三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

http://www.ntt.co.jp/ir/
■ NTT株主さま専用電話 ■ 代表電話 ■ 株主・投資家の皆さま向けホームページ

0120-584-400 0120-782-031

証券会社の口座に当社株式が記録されている株主さま

● 住所・氏名の表記について… 住所および氏名などの文字のうち、証券保管振替機構が指定していない漢字などが含まれている場合には、その全部
または一部を証券保管振替機構が指定した文字に置き換えさせていただくことがございますのでご了承ください。

● 未払配当金の支払について… まだ受け取られていない配当金がある場合は、お早めに三井住友信託銀行にお問い合わせください。

株主名簿管理人・特別口座管理機関へのお問い合わせ

NEW

その他の各種お問い合わせ先

お取引先の証券会社へお問い合わせください。

特別口座に当社株式が記録されている株主さま
当社特別口座管理機関の三井住友信託銀行へお問い合わせください。

この冊子は環境にやさしい植物油インキとFSC®森林
認証紙を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイ
ンフォントを採用しています。

・ コ ー ルコ ー ル

午前10時～午後7時（日曜・祝日・年末年始を除く）
0120-506-506

NTTコミュニケーションズ

電話・インターネットのサービスに関する
お申し込み・お問い合わせは

NTT東日本・NTT西日本

午前9時～午後5時 年中無休（ただし年末年始を除く）
（局番なし）116

「電話サービス」に関するお申し込み・お問い合わせは

午前9時～午後5時 年中無休（ただし年末年始を除く）
0120-116-116

「ブロードバンドサービス」に関するお申し込み・お問い合わせは

証券コード：9432

午前9時～午後8時 年中無休
（一般電話などからはご利用になれません。）

0120-800-000

NTTドコモ

ドコモの携帯電話からの場合

午前9時～午後8時 年中無休

一般電話などからの場合

（局番なし）151

株 主 通 信

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係のお手続きで必要となります。このため、
株主さまから、お取引の証券会社などへマイナンバーをお届出いただく必要がございます。

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先株式関係業務におけるマイナンバーの利用

法令に定められたとおり、支払調書には株主さまの
マイナンバーを記載し、税務署へ提出いたします。

お取引先の証券会社へ
お問い合わせください。

下記フリーダイヤルまでお問い合わせください。
証券会社とのお取引がない株主さま証券口座にて株式を

管理されている株主さま

三井住友信託銀行 証券代行部主な
支払調書

●配当金に関する支払調書
●単元未満株式の買取請求などの株式の

譲渡に関する支払調書 0120-584-400


